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　｢地球温暖化｣をはじめとする環境問題がますます身近になる一方で､世界の

国々が賛同できる国際枠組みの構築は困難な状況にあります。

　このような状況下で対策が急がれる中､国際社会はどのように取○組むべきな

のでしょうか。

　ＣＳ日の最先端アメＵ力での実体験をもとに日本企業向けのＣＳ日コンサルティ

ングを行うコーポレートシチズンシップ代表の雨宮氏から世界で行われている地

球環境問題解決への取り組み等について､ご紹介いたします。

　　　　　　　　コーポレートシチズンシップ　代表取締役　雨宮寛氏

　前回記しませんでした201ﾌ年度のハーバード社会

起業大会（Harvard Social Enterprise Conference）

について、今回は前半で記したいと思います。

　今年の同大会も二日間（３月25日、２６日）に亘り

開催されました。この二日間は天候にも恵まれ、ハー

バードの大学院生だけでなく、地元の他の大学や大学

院に通う学生、若手研究者、起業家、そしてＮＰＣ〕や

国際開発機関、政府機関、金融機関等の参ｶ［］者も多く

粂まりました。

　二日間で50ほどの部会（含むワークショップ）が

開かれました。それぞれの部会やワークショップでは、

司会進行役をハーバード大学の教授やソーシャルビジ

ネスの実務者や研究者が担っておりました｡その中で、

筆者が最も参考になった部会は、CSV（Creating

Sharedvalue:共有価値の創造）のケースぐスタディ

でした。これは、企業戦略論で高名なハーバード・ビ

ジネス･スクールのマイケル･ポーター教授と「司スクー

ルの客員教授で大企業や財団向けにソーシャル・イン

パクト戦略を立案するコンサルティング会社「FSG」

の共同創業者のマーク・クレーマー氏の共著による

ハーバード・ビジネスぐスクールのケース・スタディ

です。このケースでは、南アフリカの生命保険会社

「ディスカバリー社」の事例を取り上げています。こ

の生命保険会社「ディスカバリー社」は、南アフＵ力

の「肥満対策、健康の維持・促進」という社会課題を

解決するために、地元スポーツクラブと提携し生命保

険加入者にヴァイタリティ（vitality）という健康プ

ログラムを提供することを始めました。そして、その

プログラムに入会すれば保険料を安くすることにしま

した。さらに運動を続ける人にはアップルウォッチ

を無償で提供し､健康に関する目標値をクリアすれば、

そのままアップルウォッチを使用していてもよく、保

険料も優遇されます。このサービスにより、同社の生
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命保険の加入者は増え、地元のスポーツクラブは会員

を確保でき、加入者は健康を維持することができると

いうウィンウィンウィンの状況が出来上がります。続

いて、同社は、損害保険や自動車保険にまで取扱商品

を拡充し、健康プログラムと同じように保険加入者の

行動心理を分析し、付加価値サービスを提供すること

で事業成長を遂げてきました。このような保険加入者

の行動心理のパターンを分析してデータベース化する

ことは、例えば、他国に進出する上でも非常に重要な

情報となります。このようにＣＳＶは工夫次第でさま

ざまな展開が可能となります。

　従来型のＣＳＶは先進国の企業が開発途上国向けに

国際的な非営利機関や財団、または現地の企業や非営

利団体とパートナーシップを組むことで、全てのス

テークホルダーが価値を共有することができる、とい

うちのでした。しかし、今回の「ディスカバリー社」

のケースは、ケースの舞台こそ南アフリカという開発

途上国ですが､〔⊃SVそのものは企業と消費者､そして‾、

双方にメリットとなる価値を生み出すために、ステー

クホルダーとパートナーシップを組むことでさらに共

有する価値が増大するというものでした。そして、実

際に同社は、イギリス、米国、中国等に進出し、

2016年には日本にも日本の大手生命保険会社や通信

会社と提携して進出しました。

　それでは、後半は前回ご紹介したミシガン州グラン

ド・ラピッズ市で訪問したBコーポレーションについ

て追加の報告をします。地元ファーストの意識が高い

企業が中心です。その中でも、プラスチック製の自動

車部品やゴミ箱を製造しているカスケード・エンジニ

アリング社はアメリカの大手自動車メーカーに納品し

ているだけでなく、ヨーロッパや日本のメーカーにも

納品しているグローバルな企業です。カスケードも、
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